GBR法における除蛋白骨補填材の影響-非吸収性被膜を用いたウサギ頭蓋での組織形態計測研究- by 岡崎 考亮
Effects of deproteinized bone grafts in guided
bone regeneration - A histomorphometric study
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論文内容要旨
瞬的1骨誘導再生
一般に治癒期間
 する骨補填材の混入の効果を検討
1方法および材料
に骨髄に達する
(実験群)をみた
脱灰した。厚さ
Centrai(C),Per
 統計処理を行い検討した。
1結果製i.組織
とも,4週で溝を
骨は補填材と接
週で減少した。
週は,対照群が実
た(p<0.0!)。1
間では,2,4週で
P領域では8週で
B領域では2,4週
C領域では8,12
き
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 0.05)が大きかった。
拷察1本実験で
では,穿孔部近辺
みに比し形成速
る,と思われた。
 と思われた。
1結語lGBR法では
 を生じる。
審査結果要旨
近年,歯学におい
腔機能の回復を
において,問題点
ルを耀いて病理総織形態
本論文では,欝本
に成形したメンブ
2,4,8,i2週後に
メンブレン直下
 面積を澗寇し比率を算臆し,統計処理にて検討している。
本論文によると,圭
新生骨は,対照群
られた。2.形態
減少した。実験群
4週は,灯黙群が
少した(p<0.01
がみられた(p<
した。領域問で
週で実験群に対
週で対照群に対
以上より,1、新
の移植は,概存骨
擁液のみに比し形
変化し,周辺部で新生骨の形成に影響がみられることが示唆
以上本論文は,G
形態学的な基礎
 学)の学位授与に値するものと認める。
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